
 

              

 
 
 

K
7
 
①
 Ⅴ

-
3-
3
-
6-
2
-
4-
1
-
1-
1
 
R
0 

 

 

 

Ⅴ-3-3-6-2-4-1-1-1 ドライウェルスプレイ管及び 

サプレッションチェンバスプレイ管の基本板厚計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年4月 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

柏崎刈羽原子力発電所第７号機 工事計画審査資料 

資料番号 KK7添-3-008-23  改0 

提出年月日 2020年4月23日 

本資料のうち，枠囲みの内容は，

機密事項に属しますので公開で

きません。 



Ⅴ-3-3-6-2-4-1-1-1 ドライウェルスプレイ管及びサプレッション 

       チェンバスプレイ管の基本板厚計算書 
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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅴ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の

強度計算の基本方針」に基づくとともに，Ⅴ-3-2-9「重大事故等クラス２管の強度計算方

法」に準じて計算を行う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語につい

ては，Ⅴ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 
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・適用規格の選定

ＮＯ. 評価項目 評価区分 判定基準 適用規格

1 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

2 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

3 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

4 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

5 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

6 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

7 管の強度計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

SP1 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格

SP2 管の穴と補強計算
設計・建設規格

又は告示
同等 設計・建設規格
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1. 概略系統図 

 

  

K7 ① Ⅴ-3-3-6-2-4-1-1-1 R0 

5 サプレッションチェンバスプレイ管 

1 ドライウェルスプレイ管 

2 スプレイ管案内管 

6 スプレイ管案内管 

7 管継手 

4 管継手 

3 管継手 

X-30B 

X-200B 

代替格納容器スプレイ冷却系，

代替循環冷却系より 

代替格納容器スプレイ

冷却系より 

X-30C 

X-200C 

代替格納容器スプレイ冷却系，

代替循環冷却系より 

代替格納容器スプレイ冷却系より 

SP1 スプレイノズル 

SP2 スプレイノズル 
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2.  管の強度計算書（重大事故等クラス２管）

　　設計・建設規格　PPC-3411　準用

最高使用圧力 最高使用 外    径 公称厚さ 材　　　　　料 製 ク 算

ＮＯ. Ｐ 温    度 Ｄｏ ラ Ｓ η Ｑ ｔｓ ｔ ｔｒ

（MPa） （℃） （mm） （mm） 法 ス （MPa） （mm） （mm） 式 （mm）

評価：ｔｓ ≧ ｔｒ，よって十分である。

2

3

4

5

6

  1.88 C 3.40 STS410 S 2 103     1.00  7 3.43    200   114.30 8.60 

3.40 103     1.00    1.88 C

3.56 C 3.80 

3.43    200   114.30 8.60 STS410 S 2

S 2 103     1.00    3.43    200   216.30 12.70 STS410

3.43    200   216.30 12.70 STS410 S 2 103     1.00    3.56 C 3.80 

1

K7 ① Ⅴ-3-3-6-2-4-1-1-1 R0 
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3.  管の穴と補強計算書（重大事故等クラス２管）

　　補強を要しない穴の最大径

　　設計・建設規格　PPC-3422　準用

 　   ＮＯ． SP1

  形   　 式 ―

  最高使用圧力　　　　　 Ｐ （MPa） 3.43          

　最高使用温度 （℃） 200             

　主管と管台の角度　　　 α （°） ―

　材　　料 STS410

　許容引張応力　　 Ｓｒ （MPa） 103             

主 　外　　径　　　　 Ｄｏｒ （mm） 216.30          

　内　　径　　　　 Ｄｉｒ （mm）           

　公称厚さ　　　　 ｔｒｏ （mm） 12.70          

管 　厚さの負の許容差 Ｑｒ         

　最小厚さ　　　　 ｔｒ （mm）           

　継手効率　　　 　η 1.00          

管 　材　　料 ―

　外　　径　　　　 Ｄｏｂ （mm） ―

　内　　径　　　　 Ｄｉｂ （mm） ―

台 　公称厚さ　　　　 ｔｂｎ （mm） ―

  穴の径　　　　　　　　 ｄ （mm）           

　ｄｒ１＝Ｄｉｒ／4 （mm）           

　61，ｄｒ１　の小さい値 （mm）           

　Ｋ  ―

　200，ｄｒ２の小さい値 （mm） ―

　補強不要な穴の最大径　 ｄｆｒ （mm）           

　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒ

　　よって管の穴の補強計算は必要ない。
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　　補強を要しない穴の最大径

　　設計・建設規格　PPC-3422　準用

 　   ＮＯ． SP2

  形   　 式 ―

  最高使用圧力　　　　　 Ｐ （MPa） 3.43          

　最高使用温度 （℃） 200             

　主管と管台の角度　　　 α （°） ―

　材　　料 STS410

　許容引張応力　　 Ｓｒ （MPa） 103             

主 　外　　径　　　　 Ｄｏｒ （mm） 114.30          

　内　　径　　　　 Ｄｉｒ （mm）           

　公称厚さ　　　　 ｔｒｏ （mm） 8.60          

管 　厚さの負の許容差 Ｑｒ         

　最小厚さ　　　　 ｔｒ （mm）           

　継手効率　　　 　η 1.00          

管 　材　　料 ―

　外　　径　　　　 Ｄｏｂ （mm） ―

　内　　径　　　　 Ｄｉｂ （mm） ―

台 　公称厚さ　　　　 ｔｂｎ （mm） ―

  穴の径　　　　　　　　 ｄ （mm）           

　ｄｒ１＝Ｄｉｒ／4 （mm）           

　61，ｄｒ１　の小さい値 （mm）           

　Ｋ  ―

　200，ｄｒ２の小さい値 （mm） ―

　補強不要な穴の最大径　 ｄｆｒ （mm）           

　　評価：　ｄ　≦　ｄｆｒ

　　よって管の穴の補強計算は必要ない。
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